
【第 2 号議案】 

2014 年度（2014.7～2015.6）決算案及び 

2015 年度（2015.7～2016.6）予算案 

 

2014 年度（2014.7～2015.6） 

 

 

総収入 総支出 差引残高 

740,737  405,168  335,569
  

 

■収入の部 

※会費内訳（本部会費 4,500 円+支部会費 2,000 円+支部還元金 500 円） 

 

 

■支出の部 

 

 

 

 

項目 予算 決算 差引額 備考 

前年度繰越金 333,764  333,764  0    

2015 年度会費 0  161,000  -161,000  23 名 

2014 年度会費 210,000  147,000  63,000  21 名 

未納会費 126,000  77,000  49,000  
11年度 2名、12年度 4名、

13 年度 5 名 

セミナー参加費 20,000  16,500  3,500  3 月分（16,500 円） 

大図研出版物支部卸 

頒布 
10,000  4,600  5,400  

1,600 円（2 冊×800 円）、

3,000 円（3 冊×1,000 円） 

口座利子 0  47  -47    

寄付金 0 826 -826  

合計 699,764  740,737  -40,937    

項目 予算 決算 差引額 備考 

会報 60,000  37,575  22,425  
印刷費 11,243 円 

送料 26,332 円 

研究交流会費 250,000  95,596  154,404   

大図研出版物支部卸購入 6,000  3,080  2,920 うち振込手数料（80 円） 

事務費 20,000  14,408   5,592  うち会費振込料(2,100 円) 

HP 維持費 3,000  3,000  0    

本部会費 216,000  247,500  -31,500  55 名×4,500 円 

特別事業費 20,000 4,000 16,000 
学生会員割引 

2 名×2,000 円 

予備費 124,764  0  124,764   

口座税金 0  9  -9    

合計 699,764  405,168  294,596    



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015 年度予算案（2015.7～2016.6） 

 

□収入の部 

項目 予算 備考 

前年度繰越金 335,569    

2015 年度会費 294,000  42 名 

未納会費 

42,000 2014 年度：6 名 

7,000 2013 年度：1 名 

7,000 2012 年度：1 名 

7,000 2011 年度：1 名 

14,000 2010 年度：2 名 

7,000 2009 年度：1 名 

7,000 2008 年度：1 名 

セミナー参加費 20,000   

大図研出版物支部卸頒布 10,000    

合計 750,569   

 

□支出の部 

項目 支出 備考 

会報 60,000  印刷費（20,000 円）/送料（40,000 円） 

会報特別号発行費 70,000  

研究交流会費 250,000    

大図研出版物支部卸購入 6,000  5 冊×3 種類（＠600 円） 

事務費 20,000    

支部委員会活動費 10,500 2,100 円×5 回 

HP 維持費 3,000    

本部会費 245,000  49 名(＠4,500 円） 

特別事業費 20,000  

予備費 66,069    

合計 750,569    

 

 

 

2013 年度大学図書館問題研究会京都支部会計監査報告 

帳簿および現金は適正に保管・記載されていた。 

2015 年 8 月 4 日
   

              冨岡 達治（印）   

今野 創佑（印） 



 

 

決算 

※セミナー回数は目標に到達いたしましたが、1 回は会場準備のみ行い、来年度開催と

なりました。 

※会費未納者が存在するため、すべての本部送金をおこなうことができていません。 

※新支部会員増のため、特別事業費を利用し、学生会員割引を行いました。 

※事務費の内訳は主に事務用品と会費振込手数料です。今年度は支部委員会会場費とし

ても使用いたしました。 

 

予算 

※遠来年度も活発な研究交流会を行うため今年度どおりを研究交流会費として計上しま

す。 

※「大図研京都ワンディセミナー「電子ジャーナルはこれからどこへ向かうのか？ ～深

田氏・林氏による学術情報動向に関する講演会～」」の内容を収録した会報特別号を

発行する予定のため、会報特別号発行費を計上します。 

※支部委員の会場として使用していた従来の会場が使えなくなったため、支部委員会活

動費を計上します。 

※来年度も会員増のため特別事業費を設定しています。 

※大図研将来検討に伴い、支部は研究グループとなり、支部（グループ）会費は本部会

費と一括した徴収が実施される可能性が高くなっています。本部会計から支部会計へ

の送金の遅れや移行前未納分の送金請求がおこなわれた場合には、支部会計が一時的

に赤字になる可能性があります。 

※支部還元金の金額が不明のため、本部送金は 5,000 円としています。 


